
表－１ 設計作用の組合せ 

 

 

表－２ 既設高架橋総括表（抜粋） 

コンクリート収縮を考慮した合理的な高架橋設計の為の一考察 

 

ジェイアール東日本コンサルタンツ株式会社    正会員 ○小関 聡一郎 

ジェイアール東日本コンサルタンツ株式会社   フェロー   栗原 啓之 

       ジェイアール東日本コンサルタンツ株式会社    正会員   篠田 健次 

 

１．はじめに 

性能照査設計法におけるＲＣ高架橋の設計においては，使用性として外観ひび割れ幅の制限値があり，鉄道標準

1)では（1）式にて与えられる． 
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（1）式におけるσ௦௘/ܧ௦が鉄筋ひずみの増加

量，ε′௖௦ௗがコンクリート収縮及びクリープ

の影響によるひび割れ幅の増加を見込ん

だ値（高架橋の場合は300 ൈ 10଺）となっ

ている．鉄筋ひずみを算出する際には表－

１に示す設計作用の組合せを採用するが，

温度変化（Ｔ）及び乾燥収縮（ＳＨ）の影

響が考慮された値となっており，コンクリ

ートの収縮等が考慮されたひずみである．

これより，（1）式のσ௦௘/ܧ௦とε′௖௦ௗの項において，

コンクリートの収縮がダブルカウントとなって

いることが懸念される．表－２に外観ひび割れ

が決定ケースとなっている既設高架橋上層梁の

設計総括表を添付するが，ひび割れ幅が

0.292mm，照査値が 0.97 となっている．これ

は（1）式より算出した値となるが，仮にε′௖௦ௗの

値を 0 として未考慮とした場合，ひび割れ幅が

0.197mm，照査値が 0.66 となり，外観ひび割

れが決定ケースではなくなり，鉄筋減となる可

能性がある．また，高架橋におけるひび割れ照

査は図－１に示す箇所にて実施することとなっ

ているが，隅角部部分はハンチ筋が設置されて

いることからひび割れが決定ケースとなってい

ると鉄筋量が増加し，過密配筋となる． 

以上の背景より，外観ひび割れが決定ケース

となっている高架橋の現地調査を実施し，梁・

柱にひび割れが出ているかを目視で確認し，現

設計の思想が妥当であるかを確認した． 
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図－１ 外観ひび割れ照査箇所 

２．現地調査結果 

 弊社で設計した比較的スパンの長い 2 高架橋について，梁・柱

のひび割れに着目した現地調査を行った． 

① 平泉付近高架橋 

ＲＣビームスラブ式ラーメン高架橋で 3 径間の高架橋が連

続する構造となっている．本高架橋の梁は外観ひび割れ幅が決

定ケースとなっており，照査値としては 0.997＜1.00，ひび割

れ幅は 0.209mm となっている．写真－１～写真－３に現地調査

の写真を掲載するが，目視の範囲においては梁・柱にひび割れ

は確認出来なかった．一部のスラブには写真－３に示すように

ひび割れが生じていることが確認出来た． 

 

 

② 多賀城付近高架橋 

ＲＣビームスラブ式ラーメン高架橋で 4 径間の高架橋が連続する構造となっている．本高架橋の梁も衣川橋り

ょうと同様に外観ひび割れ幅が決定ケースとなっており，照査値としては 0.956＜1.00，ひび割れ幅は 0.287mm

となっている．写真－４，写真－５に現地調査の写真を掲載するが，目視の範囲においては梁・柱にひび割れは

確認出来なかった．一部のスラブには写真－４，写真－５に示すようにひび割れが生じていることが確認出来た． 

  
 

４．まとめ 

本稿では，設計的な観点からひび割れ照査の妥当性を確認する為，外観ひび割れが決定ケースとなっている高架

橋の現地調査を行った．0.3mm 程度のひび割れが生じる設計となっていたが，結果として，本調査の範囲において

は目視で確認できると思われる 0.3mm 程度のひび割れは見受けられず，現設計のε′௖௦ௗ（高架橋の場合は 300 ൈ 10଺）

は過大であると考えられる．今後は詳細なひび割れ確認を実施し，高架橋設計におけるε′௖௦ௗの低減もしくは削除する

ことで，より合理的な高架橋設計を実施できると考える． また，多賀城付近高架橋のスラブのひび割れに関しては

スラブの中央で分割施工されている為，後施工されたスラブ部分において梁の拘束効果が強くなりひび割れが発生

したものと考えられる．分割施工を行う際には梁による拘束効果も適切に評価する必要があると考える． 
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